
紹
介

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ョ
リ
ス
著
（
瀬
原
義
生
監
訳
）

『
地
域
か
ら
み
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世

一
中
世
ベ
ル
ギ
ー
の
都
市
・
商
業
・
心
性
i
』

　
中
世
ベ
ル
ギ
ー
と
い
え
ば
、
一
一
世
紀
よ
り
毛

織
物
工
業
を
基
盤
と
し
て
成
長
を
遂
げ
、
申
世

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
を
強
力
に
リ
ー
ド
し
て
き
た

フ
ラ
ン
ド
ル
諸
都
市
が
有
名
で
あ
る
が
、
ベ
ル

ギ
ー
に
は
そ
れ
よ
り
以
前
か
ら
活
発
な
活
動
を
展

開
し
た
都
市
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
マ
ー

ス
ト
リ
ヒ
ト
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
、
ウ
イ
、
ナ
ミ
ュ
…

ル
、
デ
ィ
ナ
ン
と
い
っ
た
ム
ー
ズ
川
中
流
域
の
諸

都
市
で
あ
る
。
政
治
・
経
済
・
習
慣
・
信
仰
の
面

で
共
通
し
た
特
徴
を
持
ち
、
独
自
の
文
化
を
育
ん

で
き
た
こ
の
領
域
に
関
す
る
研
究
を
切
り
開
い
て

き
た
の
が
本
書
の
著
者
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ョ
リ
ス

で
あ
る
。

　
ジ
ョ
リ
ス
の
研
究
は
ム
ー
ズ
地
方
の
都
市
ウ
イ

の
中
世
史
を
出
発
点
と
す
る
が
、
彼
の
研
究
は
ウ

イ
と
い
う
一
都
市
の
研
究
に
止
ま
ら
ず
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
彼
の
幅
広
い
考
察
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
翻
訳
書
の
底
本
と
な
っ

た
ジ
ョ
リ
ス
の
論
文
集
ミ
N
N
舞
§
㌣
塁

§
§
ミ
鳶
駐
、
毎
ミ
。
§
§
㌧
§
ミ
。
恥
§
（
b
d
吋
阜

×
①
豪
。
。
9
回
O
㊤
G
。
）
で
あ
る
。
こ
の
原
著
に
は
、
ジ

ョ
リ
ス
の
主
要
な
論
文
工
六
篇
が
「
歴
史
一
般
及

び
ウ
イ
史
」
、
「
ム
ー
ズ
地
方
の
商
業
と
交
通
」
、

「
法
と
諸
制
度
」
、
「
心
性
」
、
「
基
礎
科
学
扁
の
五

つ
の
分
野
に
分
け
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
選
択
基

準
は
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の

う
ち
九
篇
の
論
文
が
こ
の
た
び
瀬
原
義
生
氏
を
申

心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
、
本
書

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論

文
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
章
「
『
都
市
漏
の
概
念
」
で
は
、
ウ
イ
と

い
う
～
都
市
の
研
究
を
通
じ
て
ジ
ョ
リ
ス
が
鋭
く

問
い
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
「
中
世
都
市
」
と
は

何
か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
彼
の
展
望
が
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
都
市
は
単
一
の
指
標

で
は
規
定
で
き
ず
、
そ
の
歴
史
は
時
間
的
空
間
的

に
限
定
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
枠
内
に
お
け
る
都
市
現

象
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
上
布

の
発
展
と
衰
退
は
、
各
居
住
地
が
位
置
す
る
地
域

全
体
が
抱
え
る
多
様
な
要
素
に
規
定
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
第
二
章
か
ら
四
章
に
か
け
て
は
ウ
イ
史
に
関
す

る
論
考
で
あ
る
。
第
一
　
章
「
紀
元
千
年
頃
の
ス
ペ

イ
ン
と
ロ
タ
リ
ン
ギ
ア
ー
都
市
的
自
由
の
起
源
に

つ
い
て
一
」
お
よ
び
第
三
章
「
ム
ー
ズ
地
方
に
お

け
る
都
市
の
自
由
と
一
〇
六
六
年
の
ウ
イ
の
慣
習

法
文
書
」
で
は
、
慣
習
法
文
書
の
付
与
に
関
し
て

詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
る
。
ウ
イ
の
文
書
に
お

い
て
、
都
市
の
「
自
由
扁
は
領
主
権
か
ら
の
完
金

な
解
放
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ

れ
る
と
共
に
、
そ
の
概
念
の
下
士
に
対
し
て
同
時

代
の
ス
ペ
イ
ン
が
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ウ
イ
内
部
の
社
会
状
況
に
関

し
て
は
、
第
四
章
「
＝
～
一
三
世
紀
に
お
け
る

ウ
イ
の
都
市
貴
族
に
関
す
る
問
題
」
に
お
い
て
、

都
市
貴
族
の
起
源
と
そ
の
動
態
の
分
析
か
ら
フ
ラ

ン
ド
ル
、
ブ
ラ
ー
バ
ン
ト
諸
都
市
と
は
異
な
る
ウ

イ
の
独
自
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
第
五
、
六
章
で
は
ム
ー
ズ
地
方
の
商
業
と
交
通

が
扱
わ
れ
る
。
第
五
章
門
中
世
ム
ー
ズ
地
方
の
都

市
と
商
業
」
で
は
、
一
二
世
紀
を
境
に
ム
ー
ズ
川

と
ブ
リ
ュ
ヌ
オ
ー
街
道
と
い
う
二
つ
の
交
通
路
の

自
然
衰
退
に
よ
っ
て
ム
ー
ズ
地
方
の
経
済
は
停
滞

す
る
と
い
う
伝
統
的
シ
ェ
ー
マ
に
対
し
、
異
論
が

唱
え
ら
れ
る
。
人
口
動
態
の
状
況
、
耕
作
空
中
の

拡
大
な
ど
を
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
ム
ー
ズ
地

方
の
経
済
の
展
開
が
説
明
さ
れ
た
上
で
、
　
一
四
、
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介紹

一
五
世
紀
に
な
っ
て
も
ム
ー
ズ
諸
都
市
の
商
人
が

諸
地
域
で
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
た
こ
と
が
、
貨

幣
や
流
通
税
表
等
の
検
討
か
ら
確
認
さ
れ
る
。

　
第
六
章
門
　
三
世
紀
後
半
ナ
ミ
ュ
ー
ル
伯
領
の

大
青
圧
搾
機
し
は
、
ナ
ミ
ュ
ー
ル
伯
領
の
北
東
に

多
く
存
在
し
た
大
青
圧
搾
機
の
分
析
か
ら
、
大
青

栽
培
、
大
青
染
料
製
造
の
発
展
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
あ
る
。
毛
織
物
の
染
料
と
な
る
大
青
の
栽

培
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
で
は
史
料
申
の

言
及
が
乏
し
く
、
そ
の
実
態
は
十
分
に
解
明
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
ジ
ョ
リ
ス
は
教
会
十
分

の
一
税
に
関
す
る
史
料
の
洗
い
出
し
作
業
を
通
じ

て
、
圧
搾
機
の
位
置
同
定
と
総
生
産
量
の
見
積
も

り
に
成
功
し
て
い
る
。

　
続
く
第
七
章
門
ス
タ
ヴ
ロ
の
ヴ
ィ
バ
ル
ド
と

ロ
ー
マ
法
扁
で
は
、
リ
エ
…
ジ
ュ
近
く
、
ス
タ
ブ

ロ
地
方
出
身
の
修
道
院
長
ヴ
ィ
バ
ル
ド
に
焦
点
が

当
て
ら
れ
、
中
世
の
法
的
、
行
政
的
実
践
に
お
け

る
ロ
ー
マ
法
の
浸
透
の
問
題
が
扱
わ
れ
る
。
ヴ
イ

バ
ル
ド
が
残
し
た
書
簡
の
分
析
を
通
じ
、
ジ
ョ
リ

ス
は
ロ
ー
マ
法
が
ム
ー
ズ
地
方
に
生
き
た
知
識
人

の
思
考
や
行
動
に
深
く
影
響
を
与
え
て
い
た
と
結

論
付
け
て
い
る
。

　
第
八
、
九
章
は
、
心
性
を
扱
っ
た
論
文
で
あ
る
。

特
に
第
八
章
門
ブ
イ
ヨ
ン
に
お
け
る
聖
ラ
ン
ベ
ー

ル
の
凱
旋
し
は
、
＝
～
世
紀
の
記
述
史
料
か
ら
、

当
時
の
聖
職
者
が
彼
を
取
り
巻
く
戦
士
た
ち
の
世

界
を
い
か
に
認
識
し
て
い
た
か
を
探
っ
た
注
目
す

べ
き
論
考
で
あ
る
。
ま
た
最
終
章
「
唯
…
の
愛
そ

れ
と
も
何
人
も
の
女
性
？
」
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教

が
求
め
る
～
夫
一
妻
制
の
結
婚
形
態
が
徐
々
に
浸

透
し
て
い
く
一
方
で
、
社
会
の
中
に
は
～
夫
多
妻

制
な
い
し
内
縁
関
係
の
慣
習
が
、
形
態
を
変
え
な

が
ら
も
一
五
世
紀
に
盛
る
ま
で
維
持
さ
れ
続
け
た

こ
と
が
、
叙
述
史
料
の
検
討
を
も
と
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
各
論
文
は
、
ム
ー
ズ
地
方
と
い
う
枠
で
捉

え
ら
れ
た
社
会
の
諸
側
面
に
検
討
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。
考
察
さ
れ
て
い
る
対
象
こ
そ
中
世
ベ
ル

ギ
ー
・
ム
…
ズ
地
方
と
い
う
わ
が
国
で
は
馴
染
み

の
な
い
領
域
で
は
あ
る
が
、
本
書
は
あ
る
地
域
の

歴
史
を
扱
う
際
に
は
人
間
の
活
動
に
か
か
わ
る
あ

ら
ゆ
る
側
面
に
光
を
当
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
好
藩
で
あ
る
。
さ

ら
に
本
書
は
、
心
性
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
従
来

の
社
会
経
済
史
研
究
に
止
ま
ら
な
い
興
味
深
い

テ
ー
マ
を
も
含
ん
で
お
り
、
訳
者
に
よ
る
簡
明
な

日
本
語
訳
と
適
切
な
解
説
も
あ
っ
て
、
ベ
ル
ギ
ー

史
と
い
う
枠
を
超
え
て
読
者
の
興
味
を
引
く
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
　
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
。

（
A
5
判
　
二
五
四
頁
　
二
〇
〇
四
年
一
月

　
　
　
　
　
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
四
〇
〇
〇
円
）

　
（
古
井
佐
知
子
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）
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